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1. Ñ 関数 f(x) = ex + 3e¡x は，x = 1
log のとき，最小値

D

をとる．

Ò 複素数平面上において，点 ® = 2 + i を点 ¯ = 1 ¡ 2i を中心として ¼
4
だけ回転させると，点#D ¡ ; "¡1 + i: に移る．

2. 座標平面上の原点 Oから x軸の正の向きに 10m離れた場所に点 P，Oから y軸の正の向きに 20m離れた
場所に点 Qがある．その場所から P，Qが同時に動き出し，それぞれ x軸の負の向き，y軸の負の向きに一定
の速さで移動する．
Ñ P，Q が同じ速さで移動するとき，P，Q 間の距離が最短となるのは m 動いたときで，その距離は

D

mである．

Ò Qの速さが Pの速さの 3倍のとき，P，Q間の距離が最短となるのは Pが m動いたときで，その距

離は
D

mである．
Ó k > 0とする．Qの速さが Pの速さの k倍のとき，P，Q間距離が最短となるのは Pが

d =
" k+ 1:
k +

m

だけ動いたときであり，dは

k =
¡ +

D

で最大となる．
3. xy平面上に点 A(1; 0);B(0; 1);C(0;¡1)がある．原点 Oを中心とする半径 1の円弧 AB上の点 Pと Cを
通る直線を lとする．lと x軸の交点を Qとする．lの傾きを tとする．

Ñ Bと Pを通る直線を l0 とする．l0 の傾きは t である．

Ò A を通り y 軸に平行な直線と l の交点を R とし，x 軸と l0 の交点を S とする．ÇPBC と ÇPQS の

面積比が ÇPBC
ÇPQS = 3 のとき，t =

D

である．またこのとき，線分 AR と PS の交点を T とすると，

ÎATP = ¼である．

Ó tをÒで得た値とする．このとき，線分 PTの長さは
D

¡

である．
4. 10個の見分けがつかないアメ玉を A，B，C，D，Eの 5人に分配する．分配される数が 0個の人がいても
よい．
Ñ 5人に分配する場合の数は全部で 通りある．
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Ò 整数 kを 0 · k · 10とする．Aに k個分配する場合の数は
1 "10¡ k+ ア : "10¡ k+ イ : "10¡ k+ ウ :

通りある．ただし ア < イ < ウ とする．


